
令和元年度第１回富里市産業振興推進会議議事録 

 

１ 日 時 令和元年１２月１６日（月）午前１０時から午前１１時５５分 

２ 場 所 富里市役所本庁舎３階第３会議室 

３ 出席者 （委員）（順不同、敬省略） 

小川加苗、秋元和子、寒郡茂樹、原幸司、吉田武重、 

飛ケ谷 祐示子、髙森茂人 

（アドバイザー）中山健 

     富里市長 

      （事務局）市民経済環境部長、農政課長、商工観光課長、  

商工観光課事務局 

      傍聴者なし 

 

〔会議次第〕 

１ 開 会 

２ 委員紹介 

３ 会長挨拶 

４ 議 題 

 (1)富里市産業振興ビジョンの進捗状況について 

 (2)富里市観光振興アクションプランの進捗状況について 

 (3)その他 

５ その他 

６ 閉 会 

 

〔会議概要〕 

１ 開 会 

  過半数以上の委員の出席により、富里市産業振興推進会議の運 

営に関する要綱第３条第２項の規定により会議は成立 

２ 会長あいさつ 

  （寒郡会長あいさつ） 

３ 市長あいさつ 

  （五十嵐市長あいさつ） 

 



事務局  富里市産業振興推進会議の運営に関する要綱第３条第１項の規定に

基づき、会長が議長となり議事を進行する。 

 

 ４ 【議題１】 

 「富里市産業振興ビジョンの進捗状況」について、事務局より説明をお願い

します。 

  (資料により説明) 

 

会 長  それでは、委員の皆様からコメントをいただきたいと思います。 

 

A 委員   盛り沢山の事業を行われてきたことが確認できました。 

あえて質問ということであれば、平成３０年度に産業振興ビジョンが

できたので２８年度、２９年度に行った事業の違いというか、この取

り組みでどのぐらい変わった事が起きて、その成果がどうなっている

かの概要があれば、非常に成果が解りやすいと思います。可能であれ

ばよろしくお願いします。以上です。 

 

B 委員  今年災害がひどくて、作物に被害が出たりしました。そうすると若

い人達がやる気をなくしてしまったりすることもあるので、新規就農

者が増えるにはどうしたらいいか、若い人達が進んで農業ができるに

はどうしたらいいかなど、そういうことに対してこれから考えていき

たいと思います。 

 

C委員  市内の商工業者の数ですが、今商工会で把握しているのが約 1300で、

毎年商工業者数の調査を行うのですが、高齢で廃業される方が結構い

るという印象です。また、創業セミナーを毎年行っており、今年も８

名ほど参加されておりますが、世代事業承継という言葉がありますけ

れども、富里で商売をされる方の中でいかにそうやって世代転換を行

っていくのかが課題なのかなという感じはしました。以上です。  

 

D 委員  市民活動サポートセンターでは、職場体験の学習ということで、市 

内３つの中学校を受け入れたのですが、いろいろな事業所について、 

子供達が興味を持って、それを体験して、富里を好きになってもらう 



ことで、富里に就職をしていただいて、事業の貢献をしていけたらと 

いうことを思います。          

          そういう中で多くの事業所の方が、今後もワクワクワーキングの受  

     け入れをしていただけたら嬉しいと感じました。以上です。  

 

E 委員  最近は自然災害が多い。それと生活環境と経済環境が非常に激変し

ています。こういうプランをたてた時と近況がマッチングしないよう

なスピードがあると思うので、その辺をとらえていかないと追いつか

ないかなという気がいたします。 

 

会 長  産業振興ビジョン年次報告書の中で特に気になった点がいくつかあ

ります。 

まず、商工業の振興の中の雇用機会の確保ですが、現状の中で雇用

機会の確保というのは時代がついていってないかなと思います。 

成田国際空港の第３滑走路もほぼ決まった訳で、空港内だけで３万

５千人の新規雇用が見込まれ、この空港周辺地域は慢性的な人手不足

という状況であり、雇用の確保ということを一つの項目として必要な

のかなという気が私は個人的にしますが、次のページの 22、23 ページ

の人材の確保という部分が出てきます。それで 28、29 ページにも特に

民間との連携による雇用促進の中で外国人技能実習制度についての研

修を実施したということもありますが、これだけ雇用が必要だという

状況の中では、どうするのという話になるわけで、遠くの人がなるべ

く利便性を持ってこの地に働けるようにしていただくと，茨城や都心

の人もこちらに来ていただくということもそうですが、外国人の労働

者も必要だということで、国も施策を行っておりますが、それに対す

るサポートというのは、実習制度についての研修会も良いのですが、

もうちょっと踏み込んでみてはどうか。 

特に農業関係では JA さんであるとか、公の機関として外国人労働者

という意味で、この地域で雇用を確保できるように、もうちょっと踏

み込んでいただけないかなと感じました。 

あと、細かい点ではありますけれども、16、17 ページの企業誘致に

ついては、特に空港圏については、県の総合計画の方でも一体となっ

て国に対する「特区」ということで、土地利用について、特に農振地



域については、もうちょっと利便性のあるように、各市町村のマスタ

ープランの中である程度規定すれば、農業振興地域についても多少の

緩和も考えていくというようなことを目指していかれるということは

お聞きしておりますので、企業誘致の推進については、もうちょっと

詳細に、できればアクションプランを作っていただいて、また人員も

配置していただくというようなことを積極的に行っていただけないか

ということがあります。 

それと、最後ですが、14、15 ページの商工業の促進の中で、特に商

工会に関係しておりますが、経営発達支援計画ということで、国の認

定をいただいて、特に小規模事業者等に対して補助金を出す制度がご

ざいますが、今後は市町村を含めた計画があるものですから、常に変

わっておりますので、当然 PDCA で回すといっても、もっと早くいろい

ろなことを行っていかないといけないでしょうから。防災のことにつ

いても同じですが。 

ですので、その辺をもうちょっとフレキシブルに行えるような形を

入れ込んでいただければと思います。以上です。 

 

A 委員  まず、16 ページの企業誘致の推進についてですが、観光協会のメン

バーは、地元の中小企業の経営者がほとんどであって、地元の中小企

業がしっかりとした経営ができていなければ観光に取り組むこともで

きない部分もありますので、ここで意見を述べさせていただきたいの

ですが、企業誘致というのは、主に大きな会社を想定して、当然のこ

とながら、工業団地に誘致することが想定されているところですが、

通常の事業活動の中で中小企業、小規模事業者から多く相談を受ける

ことが、特に酒々井インターができてから富里に事業所を出したいと

いう相談を多数受けている。 

しかし、富里に進出事業所を出すことすらできないという現状があ

ります。そういう面も含めて、今までも申し上げていることではあり

ますが、企業誘致の方向性について、もう少し積極的なものが盛り込

まれてくると非常にありがたいなと思っております。 

次に 20、21 ページで特に 21 ページのところで、子育てお母さんの

再就職セミナーということで，これもよく話しますが、人材不足とい

うのはどこも非常に重要な課題になっております。 



最近の傾向では、子育て世代のお母さんがいかに仕事ができるかと

いうことが重要で、最近の保育園の状況によって、シングルマザーの

方も多いので子育てしているお母さんの就職率というのはだいぶ変わ

っているのではないかと思います。 

富里市外から富里市の会社に仕事に来ているという方は当然たくさ

んいるわけで、そうすると自分の住んでいる地域の保育園の状況が良

くないので、仕事に復帰できないということが、非常に多く見られる

ようになってきました。 

そういうところが解決できると、例えば市外の方を受け入れるとか

企業の託児所、小規模の事業所でも託児所を出していけるような施策

をしていくことが雇用という面では重要になってくるのではないかと

思っております。以上です。 

 

F 委員  農商工や地域資源を活用した取り組みや空港周辺地域の連携など、

非常に地域の特色を捉えて様々な取り組みやイベントを行っていると

いうことを感想として持ちました。 

今回いろいろな実績をご報告いただいておりますが、数値目標のよ

うなものは特に設けずにやっていくのでしょうか。 

このような計画というのはよく PDCA で回していきますが、県ですと

元気戦略の中でも数値目標を設けながら毎年評価をしていくというや

り方をしています。そういうやり方をしているのかどうかということ

を質問させていただきます。 

 

会 長  それについては、お答えいただけますでしょうか。 

 

事務局  ただいま、数値目標等のご質問がありましたが、現段階の年次報告

書におきましては、これはあくまでも産業振興ビジョンの具体的施策

についての実績をお出しした形になります。それぞれのアクションプ

ランを策定する中で、可能であれば数値目標等を設定しながら PDCA

を回していけるように考えております。以上です。 

 

ア ド バ イ ザ ー  ひとつ聞きたいのですが、最後のページの創業支援セミナーで、1 

か月間の中で 4 週連続行うということがありましたが、こちらの参加 



者数はわかりますか。 

 

事務局  受講者数は 11 名でございます。 

市内商業者に証明書を発行した件数として 2 件でございます。 

 

ア ド バ イ ザ ー  全体を見て、多岐に渡る事業が着実に行われているということが理 

解できる内容になっていると思います。 

ただ、他の委員の方からもご指摘がございましたように、昨年度と

の比較できる数字が、例えば昨年度何件で今年度何件増加した、減少

したなどということが明示されれば、対外的にも事業の成果がわかり

やすく伝わるのではないかと思います。 

今年度は台風災害があり、復興事業等いろいろ取り組まなければな

らないという特殊事情があるなかで、これだけ多くの項目があると取

り組むだけでも精一杯だったという状況にあったと思います。 

今後の方向性としては、やはり確実に成長する分野に力を入れてい

った方が良いと思います。特に、成田空港に関連した様々な事業案を

創出することは富里市や市内事業者・農業経営者が取り組むべき優位

性の高い事業なので、空港や関連機関との連携を図ることで、互いの

相乗効果が発揮できるようになると思います。また、それが起爆剤に

なって産業全体が発展するきっかけにもなります。 

 

会 長  冒頭、お話させていただきましたように、皆様方にコメントをいた

だくようなペーパーもあるようですので、いきなり内容を見てコメン

トというのは難しいと思いますので，それについてはご協力いただけ

ればと思います。 

 

 ４ 【議題２】 

 「富里市観光振興アクションプランの進捗状況」について、事務局より説明

をお願いします。 

  (資料により説明) 

 

会 長  それでは、委員の皆様からコメントをいただきたいと思います。 

A 委員  アクションプランを振り返ってみると、非常に商工観光課の皆様は



プロモーションに 1 年中駆けずり回っていただいて、大変お疲れ様で

ございました。 

ひとつ思うのは、誰が主体性を持ってやるのかというのは、微妙な

ところがあって、そういう意味では、観光協会がもう少し時間を割い

て、動くことができた方が良いと思います。 

そのために、観光協会のメンバーを観光について利害関係のある者

で構成するなど、思い切って人事の刷新をしないとなかなか活性化し

ていかないと思います。 

これだけ動いていただいて、一つ一つの事業評価をされていると思

うので、ここに載せると膨大な量になると思うので、入込み客数の報

告がありますが、なるべく目的というのは一つ書いてあるので、成果

が見えるとまた次のアクションに繋がるのではないかと思います。  

最後に、入込み客数の計算方法ですが、いろいろここに課題があろ

うかと思います。 

観光振興アクションプランの進捗に伴って、また入込み客数の計算

方法もまた変化していくものなのでしょうか。 

 

事務局  入込み客数の計算の仕方は、今まで市として常に報告させていただ

いている数値というのは、県の観光入込み客数の調査が年に数回ござ

いまして、その合算数値というものを公式的な数値として発表させて

いただいたところではありますが、ただ、県の調査につきましては、

何千人以上集客のあるイベントやそれが 2 年以上きちんとやっている

イベントなのか等のいろいろな基準がありまして、市内で行われてい

るものであってもそこにカウントできないものもございます。 

富里市の観光振興アクションプランにつきましては、市内で行われ

ている、県の土台には乗らないものにつきましてもイベントとして集

客があるものもございますので、拾っていくように考えてございます。 

県の報告数値とは別にアクションプランを作ったので、これはこれ

についての数値としてはカウントしていこうと考えております。  

 

B 委員  三笠焼とみちゃんというのは、初めて聞きましたが、これはどこで 

売っているのでしょうか。 

どうしても富里市は道の駅がないので、そういうのがあればいいな



と思いました。 

それと、旧岩崎邸の活用とは主に学生が対象となるのでしょうか。

私の所属する団体でも視察研修等を考えるときに、せっかく富里市に

こういったものがあり、行ってみたいと思います。 

富里市は観光が少ないので、他所に行ってしまうのですが、地元で

そういうところがあるのを知らないというのは残念だと思って、1 回

行ってみたいと思いました。 

 

事務局  まず、三笠焼とみちゃんにつきましては、市内日吉台大通り沿いに

ございます「ケーイー食品開発」という企業さんの商品になっており

まして、「はすっ娘本舗」という店舗が販売事業所となります。そちら

に行きますと通常商品として置いてございますので、是非よろしくお

願いします。 

先程、視察研修等で市内の旧岩崎家末廣別邸をお考えということに

つきましては、管理が教育委員会になってございます。 

市内の農協青年部や他の団体も昨年度見学をしておりますので、そ

ういった面で可能かと思われますので、一度ご相談いただければと思

います。 

 

C 委員  広く富里を知ってもらうために、いろいろなところに市役所の方や 

観光協会の方が出向かれて PR して、その他にいろいろな会議に出席さ  

れて、大変ご苦労されているのがここで報告書を見てわかります。  

一点気になったのが、いろいろな情報を商工会の全国連の観光宝探

しノートに出すことや、B 委員が仰っていた、三笠焼とみちゃんは商

工会の会員でございまして、市民の方が知らないというのは観光以前

の話であると思うので，富里の業者さんが、例えばいろいろな開発を

されているとかこういう商品を開発したとか、まず市民の方に知って

いただくことが必要ではないかと思いました。 

例えば、広報やホームページ、市内小学校にチラシなど可能な範囲

で広報すれば、少しは皆さんに興味を持っていただけるのではないか

と思いました。以上です。 

 

 



D 委員  かなり多くのイベントに行かれていて大変だったと思いますが、Ｐ 

Ｒをすごくされているなと思いました。 

ただし、富里のいろいろな産品協議会で作っている商品は、やはり

知られていないという部分があるのかなと思いました。  

今年、市民活動サポートセンターで富里高校の文化祭に行かせてい

ただいて、高校生の生の声を聞こうということで、産品協議会の商品

を持って、商工観光課の方と一緒に行かせていただきました。やはり、

食べてみると「すごいおいしい」という高校生の声があって、「おいし

いけどどこで売っているの」、「売っているところがわからない」、「売

っているところがわかれば買いたい」という声をかなり聞いたので、

その辺を市民の方から若い世代にまで PR ができたらいいのかなと思

います。 

また若い世代の方に興味を持ってもらって、そこに一緒になってプ

ロジェクト等をできたら素敵なことだなと思います。 

 

E 委員  当市でもジョイフル本田の近くに牧場跡地がありました。今は整備

されて広場になっております。あれも相当のお金をかけて整備された

状況で、富里成田地区には道の駅というのはない。それで集客にはあ

そこを活用した何かができないかなとワンポイント的な考えで申し訳

ないですが。牧場跡地の利用について、観光面で欲しいなというのは

あります。以上です。 

 

会 長  4 つほどございます。 

まず 1 つ目は、専門人材の育成について、現状見ておりますと、フ

ィルムコミッションは非常にうまくいっておりますが、商工会の局長

が一生懸命行っているところもあって、また A 委員からもありました

が、観光協会も含めて、他の団体との協働ということなど、いろいろ

なことが足りていないかなと。 

基本的に商工観光課で作ったアクションプランは非常に素晴らしい

ものだと思いますが、その部分の整備的なことで、他の団体ともっと

マッチングさせたり、人を育成したり、また市の中でも観光に対する

専門的な人がいてもいいのかなという気もしますので、その部分を一

点お考えいただければと思います。 



それと、先程出ておりました、ふるさと産品については、商工観光

課さんもどんどん増やしていこうというような意味合いがあると思い

ますが、その場合に，やはり商工業者の視点からいくと、少しでも売

れてくれればありがたいですが、では、どういうふうにすればいいの

か、ご検討いただければありがたいのですが、給食で使っていただい

てはいかがでしょうか。小学校にふるさと産品で認定された物ですよ

と。業者も売れて嬉しいかもしれません。ご検討いただければと思い

ます。 

それと、旧岩崎家末廣別邸についてですが、市民は、観光の一つの

拠点だという認識があるのではないかと思います。アンケート等を取

ってみないとわからないところはありますが。そうなったときに、現

状の中で、岩崎別邸については、富里の農業の発祥も含めた中で、歴

史的に文化財として当然残していくべきだと思いますが、位置づけと

して観光ということを全面的に出すと、やはり相反する部分もありま

す。 

今回の内容を見ておりますと、やはり書き方として、22 ページです

が、目的という中では末廣別邸を核とした教育、文化、観光、産業の

一体化によるまちづくりということですが、これは無理ではないでし

ょうか。教育と文化と観光と産業は割と相反しますので、この部分に

関しては明確にしていただいて、できれば私、個人的な意見としては、

商工観光の方で一元的に観光の拠点という位置づけの中で、しかし建

物は守っていくという位置づけをしてもらった方が良いのではないか

と思います。そこら辺は是非ご決断、ご検討いただければと思います。 

最後に、商工観光課で作られているアクションプランの中で、テー

ストが足りないと思うのは「馬」です。 

「馬」の部分につきましては、歴史もありますし、乗馬クラブも 13

か所あるのでしょうか。観光入込みには入ってこないですよね。乗馬

クラブという特定の会員が対象ということで入ってこないかもしれま

せんが、富里の中で非常に特筆すべき、日本の中でも有数のところだ

と思いますから，その部分をもう少し強調していってもらいたい中で、

私の知り合いがよく言っていることで、富里高校に乗馬クラブができ

ないかという話がありましたが、お金がかかるので大変でしょうけれ

ども、戦略的に乗馬クラブがオリンピックに出るなどがあれば、非常



にまちおこしとして有効かなと思いますので、これもアイディアで申

し訳ないのですが、ご検討いただければと思います。以上 4 点でござ

いました。 

 

F 委員  非常にたくさんのイベントや会議に、限られた人数で参加されて大  

変だったのではないかと思います。 

また、事業も県の行っている取り組みにもリンクするところもあっ  

て、非常に幅広く網羅的にやられているのかなという印象です。  

私の方からは一つだけ、外国人向けのインバウンドの取り組みとい

うのが何個かあります。今はオリンピック、パラリンピックが直前と

いうことで、これは 30 年度の実績なので、今年はもうちょっといろい

ろ行われているのではないかと思いますが、折角成田にも近いという

こともあるので、オリパラという時期的なものと土地的なもののメリ

ットとチャンスを生かした施策を行っていければいいのかなと思いま

す。 

あと、25 ページのインバウンドに絡むところで、成田空港とともに

トランジットツアーの検討やモニターツアーの実施をされたというの

がありました。これは 30 年度の状況ですが、何か形になってきたりし

ているのかというところが気になりました。 

あと、それに関連して、2～3 年前に日吉の商店会でインバウンドの

モニターツアーということを行って、県としても商店会の取り組みの

優良事例として取り上げておりました。 

そういった、インバウンドを使ったモニターツアーを行うだけでは

なく、それが形になっていくと非常に良いと思いますので、今後も取

り組みを進めていただくと良いのかなと思いました。以上です。  

 

事務局  今、お話にございました、成田空港とのトランジットツアーにつき

ましては、2 年ほど前から NAA さんとさせていただいているところで

すが、実際、今年度の頭にも NAA さんにお邪魔いたしまして、令和元

年度に富里市で乗馬を入れ込んだモニターツアーというかトランジッ

トのモニター的にという話を年度始めにさせていただいて、市内の乗

馬クラブにも受け入れが可能かというところまで調整させていただい

て、秋頃行う予定でおりましたが、台風の影響で実際に行おうとして



いた時期が流れてしまいまして、今年度は目途が立たないので、また

仕切り直しで話を詰めていきたいというところです。 

 

会 長  モニターツアーに参加していただいた、日吉台の三井温熱さんとい 

う業者さんがありますけれども、台湾の方々との交流が盛んになった 

ということがあったと思いますが。 

事務局  三井温熱さんは、日々独自で、お店の方でもアジアから韓国や中国、

台湾などのお客様をお連れして、通訳等もお店独自でお願いできるル

ートがあるようで、そういった取り組みをされています。 

温熱治療がメインですが、温熱治療プラス食の部分でも体に良い

「食」、地場産の物ということで、富里や近隣の食材を使ったお食事会

を入れたツアーを行っておりまして，日々いろいろトライしていただ

いている事業者さんで、実際、空港周辺の観光情報を洗い出そうとい

うことを県主導で行った時にも、市内の特色ある事業者さんというこ

とで、お名前は県の方にも提供させていただいているところです。  

 

ア ド バ イ ザ ー  多くの事業が行われておりますので、観光協会との役割分担を図っ  

ていかれると良いと思います。 

また、ブランド化に関しましては、今後さらに力を入れなければい

けない点だと感じます。要は、「富里ブランド」をどう作り上げてい

くかということです。世界に発信し、国内だけでなくインバウンド観

光客も呼び込むこと、そしてそれによって地域全体を活性化していこ

うというのが、成田空港の近接市における観光の大きな目玉になり得

ると思います。 

ブランドの材料となるものは様々ありますので、それらを探し出し  

PR する、まずはその情報発信が重要だと思います。 

マスコットキャラクターはブランドの一つになりますけれども、SNS

での発信をこれまで以上に、例えばアクセス数を１０倍以上増やすこ

とを目標にしていくべきだと感じます。 

それから、「とみちゃんツイッター」がありますけれども、それ以外

に「とみちゃんフェイスブック」を作りそこで三笠焼とみちゃんを紹

介するなどしていけばいいのではないかと思います。そして、それと

並行してユーチューブでも積極的に発信していくという、メディア・



ミックス戦略が重要になります。 

その際、まず日本語版で作り、英語版、中国語版へと拡張していく。

戦略的に段階を踏まえる必要がありますので、今の時代は SNS をうま

く使い、特に海外に向けて発信をして、興味を持ってもらうことが必

要です。また、その後はハラール商品化も考えていく必要があります。

ハラール商品の開発、アラビア語による発信です。これは中東だけで

はなく、マレーシアやインドネシアなどからも強いニーズがあります。 

少しずつ段階を踏まえて海外に向けて発信していくと、もっともっ

とこれを食べてみたい、行ってみたいという人たちが増えていくので

はないでしょうか。 

今はブランドを創出していく段階だと思いますので、まずは認知を

していく、情報発信する、ファンを作るということを繰り返して、SNS

の種々の媒体を作って海外、国内も含めて発信をし、１度来たらその

後はリピーターも増やしていくといった、プラスの循環を作り上げて

いくことを目標にすれば良いと思います。 

特に国際空港に近いというのは、大きなメリットだと思います。ま

た、滑走路の新設で雇用者が増えることも人口増、顧客増に結び付け

られるチャンスでもあります。こうしたことは、地方の市町村ではな

かなかできないことですので、立地条件をビジネスチャンスに生かす

ことを考えていきましょう。 

地理的なメリットを生かしながら富里のブランド化を実現できれば  

良い方向に回っていくと思いますので、是非期待しております。  

 

会 長  それでは、続いて議題の 3「その他」でございます。事務局から説 

明をお願いします。 

 

４ 【議題３】 

 「(３)その他」について，事務局より説明をお願いします。 

 

事務局  「評価シートの提出方法について」 

「次回の会議開催の予定について」 

 

事務局     「今後のスケジュールについて」 



 

会 長  それでは、以上で議事を終了します。 

 

５ その他 

 

事務局  「9 月の台風 15 号及び 10 月の台風 19 号、25 日の大雨による被害状

況について」 

 

事務局  それでは、以上をもちまして、令和元年度第 1 回富里市産業振興推

進会議を閉会いたします。長時間に渡り、ありがとうございました。 

 


